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ポッドキャストの写し

2023年6月号のリサーチをハイライトした
Anesthesiology Podcastにようこそ。暫定で共同
編集長をしているジム・ラスメルです。最新号の
ハイライトをいくつかをお伝えします。今月号で
は、神経周囲にブピバカインと共にデキサメタゾ
ンを投与すると末梢神経ブロックの持続時間が長
くなるかどうかについて見た後に、人種が医療
サービスに影響するかを調査した研究について議
論します。また、手術後に運転すると自動車事故
に遭遇するリスクを上昇させるかどうかについて
調べた新しい研究について述べます。それでは
始めます。

最初の研究は、手術患者において神経周囲にブピバカインにデキサ
メタゾンを併用すると末梢神経ブロックの持続時間が長くなるかど
うかを評価しています。デンマークにあるジーランド大学病院のマ
ティアス・マガード医師をリーダーとするグループは、末梢神経ブ
ロックへの添加物を追加した時の効果を評価する方法を発展させま
した。このランダム化盲検プラセボ対照試験には16名の健常ボラン
ティアが登録されました。プラセボと比較して、デキサメタゾンを
神経周囲に投与すると尺骨神経ブロックの持続時間は66分延長しま
した。デキサメタゾンを全身投与した場合はプラセボの持続時間と
同様でした。もっと知りたい時は、この論文は無料で読めますし、
また、この研究の著者によるFeatured Author podcastを聞いてみ
てください。
次の研究は、進行中でタイムリーなテーマである、人種のような社
会的決定因子が医療サービスにどの様に影響しているかを調査しま
した。ワイル・コーネル・メディシンのロバート・ホワイト医師ら
は患者の人種と周術期に制吐薬を投与される可能性が関連するかど
うかを調べました。この多施設後ろ向き研究では、黒人患者は白人
患者より制吐薬をあまり投与されないとの仮説を立ててます。著者
らはMulticenter Perioperative Outcomes Groupから得られた15年
間500万件の麻酔記録を調査しました。回帰分析から、黒人患者は
制吐薬をあまり投与されないことが示されました。さらに、黒人患
者はデキサメタゾンもしくはオンダンセトロンのどちらもあまり投
与されていませんでした。もっと知りたい時は、この論文は無料で
読めますし、また、この研究の著者とエディトリアリストによる
Featured Author podcastを聞いてみてください。
次は、手術が運転に及ぼす影響を調査した研究です。マサチュー
セッツ・ジェネラル・ホスピタルのティモシー・ゴールトン医師
らは外科手術前後の自動車事故の発生率を比較しました。著者らは
事故の発生率は術後に増加し、高齢者で、入院期間が長期で、男
性であると自動車事故のリスクが増加するとの理論を立てました。
この後ろ向き研究は、New Jersey Safety and Health Outcomes 
Data Warehouseからのデータを、New Jersey Discharge Data 
Collection Systemからの退院情報のデータと州全域で警察が報告
した交通事故報告に使用しました。この研究は70722名の運転免許
保有者をサンプルにしました。手術前後で事故発生率に差を認めま
せんでした。手術後の交通事故リスクは若年集団、非ヒスパニック
系黒人とヒスパニック系の人で高くなりました。この論文は無料で
読めます。
次の研究は細胞外カリウムイオンのホメオスターシスに対する麻酔
薬の影響を調査しています。睡眠と覚醒状態は特徴的なイオン組成
の形態と関連していました。クレメンス・ライファース医師をリー
ダーとするベルリン・シャリテ医学大学とベルリン・フンボルト大
学の著者らは、イソフルラン深麻酔はイオンのホメオスターシスに
影響し、このイオン・ホメオスターシスは細胞外カリウムイオン除

去の重要なメカニズムである、との仮説を立てました。イオン選択
性微小電極を使用して、ラットの大脳皮質切片においてイソフルラ
ン誘導性の細胞外イオンダイナミクスを評価しました。バースト＆
サプレッションを誘発するイソフルラン濃度では、ラットの脳の細
胞外カリウムイオンのクリアランスは低下し、ベースライン・カリ
ウムイオン濃度は上昇しました。彼らの知見は、麻酔深度が深いほ
ど術後の神経学的合併症や臨床転帰不良と関連していること、と直
結しています。ニュージーランドのワイカトー・ホスピタルのロー
ガン・ヴォス医師、ジェイミー・スレイ医師、ミシャ・ペルアン
スキー医師によるこの論文のエディトリアルでは、著者らの研究
は、2％イソフルラン麻酔下でほぼ障害がないマウスの脳において
細胞外カリウムイオンが減少するとする報告と整合性をつけるべき
である、と書いています。電気生理を絡めた遺伝的手段と補完する
定量的理論的モデルを組み合わせた、さらなる研究が必要です。こ
の論文は無料で読めます。
ナンセンス変異依存mRNA分解（NMD）は標的mRNAの分解を増加し、
神経細胞においては遺伝子発現の調節に関与しています。台湾の馬
偕(マッカイ)医学院のミン-チュン・シェ医師をリーダーとするグ
ループは、脊髄におけるNMDによるµオピオイド受容体mRNA分解機構
はラットの神経障害性アロディニア様行動の発症に関与していると
いう仮説を立てました。雌雄の成体ラットの脊髄神経を結紮し、神
経障害性アロディニア様行動を起こさせました。ラット脊髄後角に
おいて発現したmRNAとタンパクを生化学分析で測定しました。脊髄
神経結紮後7日目にラット脊髄後角でリン酸化upstream frameshift 
1（pUPF1）の発現が有意に増加しました。この研究は、pUPF1依存
性のNMDによるµオピオイド受容体mRNA分解機構が神経障害性疼痛の
発症機序に関与していること、を示唆しています。
低血圧予測インデックスは動脈圧波形に基づいたアルゴリズムで
あり、15分以内の低血圧を前もって予測することを目的にしていま
す。オランダ・トゥヴェンテ大学のマレーン・マルダー医師らは実
臨床で低血圧予測インデックス・アラームと平均動脈圧アラームの
関係を研究しました。8023分のデータの解析で、85％の患者におい
て、少なくとも1回の低血圧予測アラームを発見しました。トレン
ドは平均動脈圧が低下した時に、低血圧予測インデックスは増加
し、低血圧を予測していることを示していました。低血圧予測イン
デックスと平均動脈圧は強い相関関係があることを示しています。
彼らの研究結果は、他の研究者に対して、低血圧予測インデックス
の臨床パフォーマンスを平均動脈圧単独モニタリングと比較して解
析する大規模臨床研究の実施を促しています。
双子の研究で、双子で一者もしくは両者が全身麻酔に暴露された場
合の神経認知機能の結果が比較されました。双子で全身麻酔に暴露
された児と暴露されない児の両者で同様の神経認知機能であるとい
う結果が示され、既存の状態がこの原因であることが示唆されまし
た。フロリダ大学医学部のリン-シャ・ジュ医師らは、新生児期に
セボフルランに暴露されたラットと共に育てられたセボフルランに
暴露されないラットが、同様の行動学的欠陥を発症するかどうかを
実験しました。ラットは混ぜ合わされ、以下の3種の同腹出生児の
グループに分けられました：1)セボフルランに暴露されない仔のグ
ループ、2)生後5日にセボフルラン2.1%に6時間暴露された仔のグル
ープ、3)セボフルラン暴露と非暴露の仔の数が同数のグループ。セ
ボフルラン暴露の仔を混ぜたグループでも不安行動はより少なく、
空間記憶の悪化は示しませんでした。この研究の知見は、双子の研
究において同胞間での交流が潜在的な予後決定因子と考えるべきで
あること、を示唆しています。
今月分を聴いて頂きありがとうございました。2023年7月号からの
ハイライトで、来月も会いましょう。

 


